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サービス 機能

決済 スマホ活用で店舗に低コストでカード決済を導入

送金 ネットを経由して格安の手数料で海外に送金

家計管理 銀行などの口座と連携し、スマホで家計簿を管理

投資支援 人工知能で自動的に資産運用をアドバイス

融資 電子商取引事業者の販売データなどを基に融資実行

■日本でも「フィンテック」のサービスが普及し始め

ました。自動で家計簿を作成できるクラウド家

計簿、店舗がスマホに接続した機器でクレジッ

トカード決済を簡単に行える仕組み、人工知

能による投資アドバイスなどのサービスが拡大し

ています。 

■「フィンテック」を巡っては、メガバンクや大手IT企

業も事業化に向けこぞって手を挙げています。

開発ベンチャー企業は日本だけで100社程度

あるといわれます。 

「フィンテック」の萌芽（日本） 

2016年5月9日 

「フィンテック」は、金融（finance）と技術（technology）を組み合わせた造語です。スマートフォン（スマ

ホ）を使う決済やビッグデータ、人工知能（AI）などの情報技術（IT）を活用した新しい金融サービスのこと

を言います。金融機関が従来提供してこなかったサービスをベンチャー企業が提供することが多くなってきました。

「フィンテック」による革新的なサービスは、個人や企業の慣行や取引を大きく変える可能性を秘めています。 

（No.1,816） 
〈マーケットレポートNo.4,791〉 

金融庁は今国会に、銀行や銀行持ち株会社が事業

会社に出資する際の上限を緩和する内容などを柱と

する銀行法改正案を提出しました。銀行がITベン

チャー企業と連携しやすい環境を整え、「フィンテック」

の取り組みを後押ししています。 

■国も「フィンテック」を後押し ■株式市場も注目 

■2008年秋のリーマンショック後の米国で、経営が悪化した大手金融機関が貸し渋りを行い、低所得者や中

小企業が融資を受けにくくなった際、これをチャンスと捉えたIT企業が、新たな発想で融資などの金融サービス

に乗り出したことがきっかけとされています。 

■「フィンテック」で先行する米国では、スマホの普及に伴い、決済、送金、口座管理、人工知能を利用した資

産運用、ネット上の個人の融資仲介などの新しいサービスが続々と登場しています。 

2016年 4月14日 「電力小売りの自由化」開始（日本） 
2016年 4月13日 「明日の日本を支える観光ビジョン」（日本） 

「フィンテック」は米国発 
新しいサービスが次々に登場 

国も「フィンテック」を後押し、株式市場も注目  

「フィンテック」は金融業界に新たな商機をもたらすとと

もに、高コスト体質の変革を迫ると考えられます。法

規制などの課題はあるものの、ますます存在感を増し

ていくことは間違いありません。今後の株式市場の重

要なテーマの1つになるとみられます。 

日本でも熱帯びる 
メガバンクも参戦 「フィンテック」の事例 

（出所）各種報道等を基に三井住友アセットマネジメント作成 
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